
（１）結果の概要と問題内容別正答率
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正答率 66.0 69.9 62.1 65.7 61.2 60.8 73.5 58.8 60.8 54.9 32.0

全国平均 75.2 86.7 67.6 68.9 67.2 75.9 79.4 76.6 66.5 59.1 43.8
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正答率 81.1 62.2 67.8 51.1 74.4 63.3 62.2 43.0 58.9 60.0 82.2 55.6

全国平均 89.2 72.9 79.6 55.4 79.8 66.8 59.3 58.0 76.3 67.2 81.4 55.8

増減 -8.1 -10.7 -11.8 -4.3 -5.4 -3.5 2.9 -15.0 -17.4 -7.2 -0.8 -0.2
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正答率 58.5 57.7 93.9 52.8 84.6 80.5 52.8 45.5 52.8 42.7 

全国平均 70.9 61.1 96.0 61.3 87.7 81.2 51.1 51.3 58.5 46.0 

増減 -12.4 -3.4 -2.1 -8.5 -3.1 -0.7 1.7 -5.8 -5.7 -3.3

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標
理科

現４年

現５年

現６年

考察と具体的課題

基礎・基本の復習の必要があり
ます。また、実験の様子や実験
の結果の説明を難しいと感じて
いる児童が多く見られました。

　４年生、５年生、６年生全ての学年で、どの内容においても基本的な知識の定着が不足していることが考えられます。教
科書に取り上げられている実験・観察を確実に行い、実験器具の正しい取り扱い方法についても丁寧に指導する必要があり
ます。

・3年生から６年生を通して、実験器具を取り扱う単元では、器具の取り扱いについて繰り返し指導する
とともに、いつでも振り返られるよう、掲示する。
・3年生、4年生では、「観察・実験の技能」を伸ばすために、実験の前にはノートやワークシートに実験
方法を書いたり、実験後に問題形式で振り返りをしたりする。また、5年生、6年生では、「けんび鏡の使
い方」や「気温の測り方」に関しては、操作方法をテストしたり、友達とチェックしたりする学習を充実さ
せ、実感を伴う学習を展開する。
・3年生から6年生を通して、デジタル教科書やNHK　for　schoolを利用し映像を見て学べるようにす
る。
・３年生から６年生を通して、実験や観察する時にタブレット撮影を行い、再度振り返りがいつでもでき
るようにして、確実な知識の定着を図る。
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４　理科

考察と具体的課題

全体的に全国平均を下回っています。特
に、「植物のつくり」「物のとけ方」につ
いての理解に課題があります。また、結果
からの理由説明やグラフからの読み取りも
力を付ける必要があります。

　理科では、他教科と比較して全国平均正答率を大きく下回る問題が多い結果となりました。特に、「光」「音」「水のゆくえ」
など、実験に関連した領域についての設問に関して苦手意識をもっている児童が多いことが分かりました。
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・3年生から6年生を通して、特に苦手分野の復習プリント（東京ベーシックドリル等）を利用して、指導を
繰り返す。
・２週に1回の割合で、フラッシュカードやミニテストを通して、苦手領域の技能や用語の復習を行う。

考察と具体的課題

全体的に全国平均を大きく下回ってい
ます。特に、実験結果からの推測、また
説明する場面で、難しいと感じている児
童が多く見られました。


